
❶西鹿児島駅（現在の鹿児島中央駅）全景（昭和43年頃）　

❶

せ
ん
だ
い
ま
ち
え
き

鹿
児
島
の
鉄
道

蒸
気
機
関
車
か
ら
新
幹
線
へ

１
世
紀
で
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
た

鹿
児
島
の
鉄
道
風
景

　
鹿
児
島
初
の
鉄
道
は
鹿
児
島
駅
〜
重
富
駅
〜
加
治
木
駅
〜

国
分
駅（
現
在
の
隼
人
駅
）の
区
間
で
、「
鹿
児
島
線
」と
し
て
明

治
34
年
６
月
に
開
業
し
ま
し
た
。開
業
時
は
イ
ギ
リ
ス
製
蒸
気

機
関
車
が
40
人
乗
り
の
客
車
４
両
を
引
い
て
１
日
４
往
復
。鹿

児
島
駅
か
ら
国
分
駅
ま
で
の
所
要
時
間
は
１
時
間
15
分
で
、沿

線
に
は
物
珍
し
さ
か
ら
多
く
の
人
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、鹿
児
島
線
は
吉
松
、人
吉
方
面
に
延
伸
し
、明
治
42

年
に
門
司
駅
か
ら
鹿
児
島
駅
ま
で
を
縦
貫
す
る
九
州
の
幹
線
が

開
通
。こ
れ
が
当
初
の
鹿
児
島
本
線
で
す
。

　
一
方
、川
内・出
水
の
海
岸
部
を
経
由
し
て
八
代
に
至
る
路
線

も
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。ま
ず
は
鹿
児
島
駅
〜
東
市
来
駅
間

が
大
正
２
年
に
部
分
開
通
し
、大
正
3
年
6
月
に
川
内
町
駅（
現

在
の
川
内
駅
）ま
で
開
通
。当
初
は「
川
内
線
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、昭
和
２
年
の
鹿
児
島
駅
〜
八
代
駅
間
全
線
開
通
と
同

時
に
鹿
児
島
本
線
に
編
入
さ
れ
、こ
ち
ら
を
幹
線
鉄
道
に
変
更
。

こ
れ
が
現
在
の
鹿
児
島
本
線
で
す
。こ
の
と
き
、そ
れ
ま
で
鹿
児

島
本
線
だ
っ
た
八
代
駅
〜
人
吉
駅
〜
隼
人
駅
〜
鹿
児
島
駅
の

ル
ー
ト
は「
肥
薩
線
」と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
鹿
児
島
中
央
駅
は
、川
内
線
の
武
駅
と
し
て
開
設
し
、

昭
和
２
年
に
西
鹿
児
島
駅
に
改
称
。鹿
児
島
市
域
が
広
が
る
と

と
も
に
鹿
児
島
の
鉄
道
に
お
け
る
中
心
的
な
存
在
に
な
っ
て
い

き
、昭
和
46
年
に
優
等
列
車（
急
行・特
急
）の
発
着
駅
が
鹿
児
島

駅
か
ら
西
鹿
児
島
駅
に
変
更
さ
れ
、旅
客
鉄
道
の
拠
点
と
な
り
、

平
成
16
年
に
九
州
新
幹
線
の
一
部
開
業
に
合
わ
せ
て
現
在
の
鹿

児
島
中
央
駅
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
は
、鹿
児
島
県
内
の
鉄
道
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
で
、大
正
３
年
に
南
薩
鉄
道（
の
ち
の
鹿
児
島
交
通
枕
崎
線
、

通
称「
南
薩
線
」）、大
正
４
年
に
南
隅
軽
便
鉄
道（
の
ち
に
国
有
化

さ
れ
て
大
隅
線
）、大
正
10
年
に
山
野
軽
便
線（
の
ち
に
国
有
化
さ

れ
て
山
野
線
）、大
正
12
年
に
志
布
志
線
、大
正
13
年
に
宮
之
城

線
、昭
和
５
年
に
指
宿
線（
昭
和
38
年
西
鹿
児
島・枕
崎
間
の
完
成

に
よ
り
指
宿
枕
崎
線
に
改
称
）と
次
々
に
開
業
し
ま
す
。

　
各
線
と
も
延
伸
を
繰
り
返
し
、鹿
児
島
県
の
鉄
道
網
が
発
達

し
て
い
き
ま
し
た
。鉄
道
は
住
民
の
足
と
し
て
生
活
を
支
え
る

と
と
も
に
、貨
物
輸
送
で
産
業
振
興・地
域
開
発
に
貢
献
し
ま
し

た
。し
か
し
、自
動
車
の
普
及
と
道
路
交
通
網
の
整
備
が
進
む
に

つ
れ
て
、こ
れ
ら
の
ロ
ー
カ
ル
線
は
指
宿
枕
崎
線
を
除
き
住
民
に

惜
し
ま
れ
つ
つ
廃
止
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
の
鉄
道
風
景
は
、１
世
紀
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
で
博
多
ま
で
の
所
要
時
間

は
最
速
で
１
時
間
17
分
、新
大
阪
駅
ま
で
３
時
間
42
分
で
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、鹿
児
島
中
央
駅
〜
吉
松
駅
間
の

「
は
や
と
の
風
」、指
宿
枕
崎
線
の「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」、肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
の「
お
れ
ん
じ
食
堂
」、九
州
内
を
巡
る
豪
華
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン「
な
な
つ
星
ｉｎ
九
州
」な
ど
の
観
光
列
車
も
話

題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
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❷
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往時の路線略図
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